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令和２年度 入札監視委員会審議概要 

中国四国防衛局  

開 催 日 及 び 場 所 令和３年３月９日（火）広島合同庁舎４号館１階１２号共用会議室 

委      員 

 

 

 

 

伊藤 博文（委員長／税理士） 

谷村 吉弘（委員長代理／客員研究員） 

田邊 尚（弁護士） 

川西 澄（大学院准教授） 

上河内 正和（不動産鑑定士） 

 

Ⅱ 契約実施機関が締結する契約（建設工事等を除く。）に関する審議 

契約実施機関：航空自衛隊 

審 議 対 象 期 間 平成３１年４月１日 ～ 令和２年３月３１日 

審 議 対 象 件 数      ２，７５１ 件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽 出 件 数         ５ 件 （審議概要） 

「抽出案件」 

 ・一般競争入札 

 ・随意契約 

一 般 競 争                ３ 件 

指 名 競 争                 ０ 件 

随 意 契 約                 ２ 件 

 

 

 ○委員からの 

    意見・質問 

 

 ○それに対する 

    回答等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 ・ 質 問 回     答 

【一般競争入札（１者応札）】 
№１７外注洗濯（美保基地） 
落札率及び応札者数 

12.13％  １者 

・１者応札での競争入札で落札

率が極端に低い（１２．１３

％）のは、どんな理由が考えら

れますか。また、予定価格と入

札価格に大きな乖離があること

に問題はありませんか。 
 

 

 

 

 

 

 

・市場価格の調査は何者したの

か。 
 

 

・市場価格を提示した業者と契

約を締結した業者は同一である

か。 

 

 

 

 

 

・当該契約における予定価格を算

定するにあたり、参考となる資料

が存在せず、複数の業者に市場価

格の調査を依頼し、最安値を予定

価格として採用している。予定価

格として採用した市場価格は、当

該市場価格を提示した業者がサー

ビスを提供する際の価格であり、

入札価格は発注する予定数量等を

踏まえて価格を下げてきたものと

思料する。したがって、問題があ

るものとは考えていない。 

 

・３者依頼したが、発注する数量

を処理する能力が無いとの理由で

断られ、提示してきた業者は１者

のみである。 

 

・同一である。 
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 ○委員からの 

    意見・質問 

 

  ○それに対する 

    回答等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 ・ 質 問 回     答 

・過去数年当該業者以外と契約し

た実績はあるか。 
 

 

・契約金額及び落札率について

は、例年同程度なのか。 

 

・入札結果と予定価格は公表して

いるのか。 
 

・予定価格と入札価格に大きな乖

離があるが、対策はしているの

か。 

 

【一般競争入札（１者応札）】 

№２７枕カバー洗濯外 

落札率及び応札者数 

100％  １者 

・１社応札の競争契約（役務）に

おいて、落札率１００％が多く見

られるのは、どんな理由ですか。 

 

 

・予定価格の算定において、業者

見積を見直すことは無いのか。 

 

 

・予定価格の端数処理は行わない

のか。 

 

・電信入札は実施しないのか。 

 

 

 

 

・辞退した業者には辞退理由を確

認したのか。 

 

・ある程度まとまった量を処理で

きないと厳しいということか。 

 

・以前は入札に参加していたが、現

業者と価格に開きがあり、過去５年

間は同一業者と契約を締結してい

る。 

・多少の増減はあるものの、同程度

である。 

 

 

・入札結果は公表しているが、予定

価格は非公表である。 

 

・予定価格を市場価格調査に依存し

ているため、発注の予定数量等、契

約する内容を考慮して市場価格を提

示するよう依頼している。 

 

 

 

 

 

・役務に関わらず、予定価格の算定

に業者見積を採用した場合は、落札

率１００％が生起するケースが多い

状況である。 

 

・標準資料等を用いて算定できる項

目がある場合は実施するものの、本

件に関しては標準資料がないため見

直しはできない。 

・本件に関しては実施していない。 

 

 

・現状実施できる環境が整っていな

いため、実施できないが、令和２年

度はコロナ対策で郵便入札を実施し

た。 

 

・航空自衛隊の発注数量に対応でき

ないとの回答であった。 

 

・そのとおりである。 
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 ○委員からの 

    意見・質問 

 

  ○それに対する 

    回答等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 ・ 質 問 回     答 

【一般競争入札】 

 №２４米粉外 

 落札率及び応札者数 

 100％  ２４者 

  

・応札者が多いなかで、落札率１

００％で落札されており、手続が

大変なだけで競争入札する意味が

薄いのでは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本契約以外の品目における落札

率はどうなっているのか。 

 

・当該業者が落札できなかった価

格が極端に高い理由はどのような

ことが考えられるか。 

 

【随意契約】 

 №５車両部品 

100％  ６者 

 

・随意契約において、落札率１０

０％が見られるのは、どんな理由

ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

・糧食品の入札は、単品毎に落札者

を決定しており、落札した品目を業

者毎に取りまとめて契約を締結して

いる。 

当該競争入札における応札者は、す

べての品目において応札した総数で

あり、単品毎に応札者は異なる。予

定価格の算定においては、食品の価

格変動が頻繁であることから、入札

の直前に市場価格を調査し最安値の

単価を採用しているため、入札単価

と同価になったものと思料する。ま

た、各品目は一般的な糧食品であ

り、競争性を排除できないため、引

き続き競争入札を実施することが適

切であると思料する。 

 

・契約毎にばらつきがあり、必ずし

も落札率は 100％ではない。 

 

・不得意分野だから応札しないとい

うデメリットはないものと思料す

る。 

 

 

 

 

 

 

・車両部品契約は、必要となる部品

をあらかじめ特定できないため、単

品毎に契約をするのではなく、車両

のメーカー毎に割引率を提示させ、

割引率が一番高い業者と契約を締結

している。一般的な価格競争でない

ことから競争契約ではなく、公示に

よって広く見積を募集している。 
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 ○委員からの 

    意見・質問 

 

  ○それに対する 

    回答等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意 見 ・ 質 問 回     答 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本契約の内訳には複数の車両部

品メーカーがあるが、まとめて契

約することは、メーカーを排除す

ることに繋がらないか。 

 

・募集した品目すべてを本契約相

手方と契約したのか。 

 

【随意契約】 

№１７イヤーマフ外 

 落札率及び応札者数 

 73.42％  ２者 

 

・随意契約において、落札率７

３．４２%となるのは、どんな理

由ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同等品申請以降の予定価格は、

どう扱うのか。 

 

・同等品は安価なものでもいいの

か。また、審査はしているのか。 

 

 

 

 

また、予定価格については、見積提

出期限直前に複数業者に市場割引率

調査を依頼し、提示した調査割引率

で最も高いものを採用しているた

め、本見積書において調査割引率か

ら変動がなかったため落札率が 100

％となったものである。 

 

・契約相手方の決定方法はすべての

メーカー毎に最も高い割引率を提示

した者と契約するため、参加者は限

定されない。 

 

・本契約相手方が半数程度を占める

が、他にも契約した業者はいる。 

 

 

 

 

 

 

 

・一般競争契約、随意契約に関わら

ず、予定価格の算定は基本的にカタ

ログや標準資料を活用して作成して

いる。本件はカタログ価格に過去の

落札率を元とした割引率を適用させ

て予定価格を作成したため、本来で

あれば、高落札率が予期される。実

際には同等品申請が多数あったた

め、見積価格が低減したものであ

る。 

 

・予定価格に関しては、同等品が認

められても変更はしない。 

 

・同等品以上の条件で規格を設定し

ているが、業者はより安く入手でき

るものを同等品として申請する傾向

にある。また、同等品審査について

は、担当部署で審査を行っており、

審査の結果、不可になる場合もあ

る。 
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２．談合疑義案件の処理状況について 

談 合 疑 義 件 数          ０ 件 （審議概要） 

 なし。 

 

談  合  情  報                  ０  件 

点 検 結 果 疑 義                  ０  件 

 

 

 ○委員からの 

    意見・質問 

 

 ○それに対する 

    回答等 

 

意 見 ・ 質 問 回     答 

  

なし。 

 

 

 

 

 

 

 なし。 

 

 

 

 

 

 

 委員会による意 

見の具申又は勧 

告の内容 

 

 

なし。 

 

 

 

 

３．再苦情処理（再説明請求回数） 

再 苦 情 申 立 件 数 

（再説明請求件数） 

総件数          ０ 件 （備考） 

 

なし。 

 

 

一 般 競 争                 ０ 件 

指 名 競 争                 ０ 件 

随 意 契 約                 ０ 件 

 

 

再苦情申立概要 

（再説明請求概要） 

 

申立日 件 名 契約方式 内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員からの意見 

・質問、それに 

対する回答等 

 

 

 

 

意 見 ・ 質 問 回     答 

 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員会による意 

見の具申又は勧 

告の内容 

 

 

 

 

なし。 

 

 

 

 

 

 


